
 

 

 

 

                

           

  

   

 

 

      ● 斜里 RC 事務局メールアドレス 

    

            第 2964 回例会  2024 年 10 月 30 日（水）  発行：会報・広報・雑誌委 

点鍾：森田 拓巳 会長     司会：田中 啓二 SAA  

                                 

１．ゲストおよびビジター紹介 ～なし  

 

 

               

３．会 長 の 時 間 ～森田 会長                

 10月 27日は、衆議院議員選挙がありました。皆さんは投票に 

行かれたでしょうか。結果は自民・公明合わせても議席の過半数 

に届かなかったようです。これから石破内閣は、多数派の確保の 

ため、新たな連立を模索するのか、または政策部分での連合をしていくのかなどが考えられますが政 

局の不確実さは、経済含め影響があると思われますし、来年には参議院議員選挙も控えてますので、 

しばらくは政治の話題が尽きないと思います。 

 今日は、本日のロータリーソング「四つのテスト」にまつわる第 5750 地区パストガバナーの方の 

ロータリーボイス（RI 公式ブログ）を紹介させていただこうと思います。 

 論争の多い今日の社会では、政治的・社会的な議論で自分の支持を表明したり、誰かの考えや発言、 

行動を批判したりするために、ロータリアンが「四つのテスト」を利用することがあります。 

意見が対立する双方の会員が互いに都合の良いように「四つのテスト」を使って自分の主張を裏付け 

たり、相手をおとしめたりすることもあります。 

ソーシャルメディアでも、「四つのテスト」に背くと思われることについて意見し、そこに他の人が 

 意見や侮辱を追加していくといった状況です。 

そうすることがロータリーに対する人々の認識にどのような影響を与えるか、殆ど考えもしないで。 

 ソーシャルメディアは物事を歪めてしまい、自分の考えに同調するコメントであれば受け入れてし 

まうのです。「四つのテスト」の名の下に、そのようなコメントが投稿されたとしたら、それは明らか 

に公平ではなく、好意と友情を深めることなど絶対に不可能です。 

 そう考えると、政治的または社会的な物事について論じるときに「四つのテスト」に触れることは、 

それ自体がこのテストに背くことだと思うのです。 

人の見解に反対し、非難を浴びせながら、ある立場を支持するために「四つのテスト」を利用するこ

となど決してあってはなりません。 

 今年度のアーチック会長は、「四つのテスト」を平和構築の手段の一つとされており、適用と解釈が 

拡大される傾向にあるのかもしれませんが、「四つのテスト」について考えてみてください。 

 

４．幹 事 報 告 ～樽見 副 SAA  

・米山記念奨学会より 高木 会員 へ「第 2回米山功労者マルチプルの感謝状」が届いていますのでご報告

します。 

・先週に続き「能登半島豪雨災害」の支援募金箱を回しますのでよろしくお願いします。 

 
 

・藤田（典） 出席・プログラム委員長～前年度の最終決算書をお配りしましたのでご確認ください。 

２．ロ ー タ リ ー ソ ン グ ～四つのテスト 

５．委員会、その他の報告 ～森田 会長 

● 会  長： 森田 拓巳  ● 副 会 長： 豊島 和敏、高木 壽一  ● 幹 事： 武藤 香苗 
● 創   立 ： 1963 年 10 月 5 日                  ● 例会日時 ： 毎週水曜日 12：00～13：00 
● 事 務 所 ： 〒099-4112 斜里郡斜里町港町１   ● 例会場 ： ホテルグランテイア知床斜里駅前 

 TEL(0152)26-7978  FAX(0152)26-7980  〒099-4112 斜里郡斜里町港町 16-10  
                                                TEL(0152)22-1700  
             shaｒｉrotary@peach.plala.or.jp 

 

 

 



 

 

 

 

６．本 日 の プ ロ グ ラ ム ～森田 会長 

✦「R 財団補助金管理セミナー」参加報告 

◈元木 国際奉仕・R 財団委員長 

  皆さんこんにちは、10/20（日）に帯広で「R 財団補助金管理セ 

 ミナー」が開催されました。当日私は都合で行けなかったので、 

 森田 会長 に代わって行っていただきました。 

 「R財団補助金管理セミナー」とは、国際ロータリーの地区にお 

 ける R財団の活動やプログラムに関する知識を深め、地区内のロ 

 ―タリアンと連携して地域社会に貢献するための情報の共有と促 

 進＠であり、財団の取り組みを効果的に活用し、地区レベルのプ 

 ロジェクトは地区に報告し、活用することを望む・・・ということで、毎年各地で財団セミナーが行 

われています。 

 この財団セミナーに参加することによって次年度の地区に貢献する事業に、申請すれば補助金が出 

ます。過去に斜里 RC では、私が青少年委員長の時に、野球少年団にユニフォームを贈る事業に補助 

金を活用しました。あと、私が知る限りでは、日下 会員 が財団委員長の時に、街頭に監視カメラを設 

置したという実績もありました。 

  この「R 財団補助金管理セミナー」に参加したことで、次年度この補助金を使って地域のために奉 

仕する権利をいただいたということですので、皆さん積極的にチャレンジしてください。 

 最後に、今日は皆さんご存知でしょうが、改めて「R 財団とは何か？」ということで 5 分くらいで 

すがビデオを見ていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

    

７. ニコニコ Ｂ Ｏ Ｘ ～なし                           
                                                     

 

▪本日出席～29 名中（出席免除会員 1 名含む）17 名出席（出席率：60.71％） 

                                

☆幹事より次回例会の案内                         
・次回は 11/6（水）第 2965 回例会～会員卓話 福井 会員（担当：出席・プログラム委員会） 

 

新会員のための 
 

 

 

   《ロータリーを知る方法》 

    ロータリーを知るためには、いろいろな文献がありますのでそれを勉強することも必要ですが、一朝一夕に 

    は 参りません。まずロータリーに慣れることが第一です。それには例会に出席することです。ロータリー 

の活動は全て例会から出発します。そして例会以外の会合、つまりフォーラムとか、情報集会とかロータリ 

    ―を知るための勉強会のようなものがいろいろありますので、是非それらの会合に出席することです。そし 

    て毎月配布されます公式地域雑誌（義務購読）「ロータリーの友」を読むことが大切です。また、できるだけ、 

    ロ－タリーのウェブサイト（http://www.rotary.org）にもアクセスしてみてください。 

 

                            「新会員へのオリエンテーション」 より                                

                                                                                                                                                                                      

 

    

 

 

８．出 席 報 告 ～藤田（典） 出席・プログラム委員長   

斜里 Bana 2024-2025 国際ロ－タリ－のテ－マ 

http://www.rotary.org/

